
RICOH コンテンツ活用＆業務効率化サービス
～ DocuWareによる電子帳簿保存法の導入支援 ～

令和4年1月1日改正の
電子帳簿保存法に対応して
取引書類を電子保存に変えませんか

素早く導入可能な電帳法導入支援モデル

リコージャパンが解決します！

◆短期間で導入可能な電帳法導入支援モデル

◆電子取引における真実性・可視性の確保要件を考慮した

リコージャパン推奨設定とタイムスタンプ活用提案

◆運用の最適化を見据えたファースト提案モデル

段階的な業務効率化をご提案！

電帳法の対応をどこから始めればよいかお困りではありませんか？

書類ごとに検索項目を付与しなければいけないが、手入力が大変そう

電帳法の保存要件に対して法令違反はしたくないが 何をすればよいかわからない

電子データで保存したいが真実性の確保は タイムスタンプ？事務処理規定？

◆可視性の確保のため、書類ごとに検索項目を付与しなければいけないが、手入力が手間である
◆書類ごとにフォーマットがばらばらで、必要な書誌情報の項目がどこに書いてあるかが共有できない

◆電子取引データの保存ルールが定まってい。タイムスタンプは必要なのか？事務処理規定とは？

◆電子取引データにおいて、電子での保存を進めたいが、保存要件についてよくわからない



●担当者・お問い合わせ先

東京都港区芝3-8-2 芝公園ファーストビル

リコージャパンのご提供ソリューション

このチラシの記載内容は、2022年2月現在のものです。

※電子帳簿保存法の対応要件を満たすための最終的な運用方法、事務処理規定はお客様の責任のもと作成ください。
※本チラシに記載の効果はあくまでも一例であり、すべてのお客様について同様の効果があることを保証するものではありません。
※本チラシに記載されている商品・サービス名は、各社の商標または登録商品です。
※本チラシに記載の内容は予告なく変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

詳しくはリコージャパンの担当者にお気軽にご相談ください！

検索項目の自動抽出、訂正・削除の権限管理、長期保存設定など電帳法を運用するために必要な

要素を数多く埋め込んだ電帳法テンプレートを活用した「電帳法導入支援モデル」をご提案します

Intelligent Indexing機能 (AI-OCR)により
「取引先」「取引金額」「取引年月日」の自動抽
出が可能なため、書類が多ければ多いほど手間
になる入力作業をAIを活用して効率化

★ポイント１ 素早く導入可能なテンプレート

★ポイント2 検索項目の自動抽出(Intelligent Indexing機能)

ご契約 ～ 構築 ～運用開始

短期間で運用開始電帳法に必要な真実性・可視性の確保の要件において、
システムで対応可能な内容の設定がテンプレートに組み込
まれているため、DocuWare導入後の複雑な設定が不要
になり、素早く運用開始が可能
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Indexing
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自動抽出

DocuWare連携オプション for 
アマノタイムスタンプサービス3161

アマノ社のアマノタイムスタンプサービスと
連携し、DocuWareに保存する取引
書類にタイムスタンプを付与することで
真実性を確保。一括検証にも対応

★ポイント3 真実性を確保するタイムスタンプ対応


